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時刻 t から時間T 経過後に、 P がQに到達するとする。 

時刻 Tt  におけるQの座標を ),0( bTtQ Tt  、時刻 t における P の座標を )0,( atPt  とすると 
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このうち、 0T となるのは、 22 )(2)()( btatbtT  のみである。 

22 )(2)()()( btatbttT  とすると 
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)(tT  は単調増加である。 0)(  tT となる t が存在するとき 

 03)2(2)2(23 222  tbabatbat  

03)2(  tba の条件下で、両辺を 2乗すると 
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bt  のとき 0323)2(  babbatba であるから、不適。 
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 のとき 0)2(23)2(  abbabatba  

)(tT の増減は右の通りであるから、 )(tT を最小にする t は 
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